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サイエンスマップ 2012では、2007年から 2012年までの 6年間に発行された論文の中で、各年、各分








これまでに、サイエンスマップ 2002（1997年から 2002年）、サイエンスマップ 2004(1999年から 2004年)、
サイエンスマップ 2006（2001年から 2006年）、サイエンスマップ 2008（2003年から 2008年）を報告してお

















サイエンスマップ 2002から数えて、サイエンスマップ 2012は 6時点目となる。サイエンスマップ 2002で

























































本が 45％であるのに対して英国は 70％、ドイツは 65％となっていることから、研究領域に参画しているフ
ォロワーである研究者を、研究領域の牽引者に引き上げる必要もあると考えられる。 
 






(注 1） 図表（A）は、全研究領域を構成するコアペーパにおける各国の論文シェアを示している。 
(注 2） 図表（B）における参画領域数とは、研究領域のコアペーパ（Top1％論文）のうち 1件以上に関与している領域数を示している。 




米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2008 46.4% 7.2% 6.7% 5.3% 3.7% 1.0% 5.2%
サイエンスマップ2010 42.4% 6.9% 6.9% 4.7% 3.9% 1.1% 6.4%
サイエンスマップ2012 40.6% 7.2% 6.9% 4.1% 3.8% 1.4% 9.2%
世界
領域数 参画領域数 割合 参画領域数 割合 参画領域数 割合
サイエンスマップ2008 コアペーパ 647 263 41% 388 60% 366 57%
サイエンスマップ2010 コアペーパ 765 278 36% 488 64% 447 58%
サイエンスマップ2012 コアペーパ 823 274 33% 504 61% 455 55%
サイエンスマップ2012
サイティングペーパ
























概要図表 8 サイエンスマップ 2008 における WoS-KAKEN 論文、JST 論文の特徴 
 
（注 1） 本分析はサイエンスマップ 2008 を用いている。 
（注 2） 科研費論文（W-K論文）とは、科研費成果データベースに収録された成果とWeb of Scienceが連結された論文を指す。 
（注 3） JST論文とは、Web of Scienceに収録されている論文のうち、著者所属に JSTの記載のある論文を指す。 
















スモールアイランド型 64 45 7 6 13%
アイランド型 77 59 27 27 46%
ペニンシュラ型 35 25 4 3 12%
コンチネント型 87 74 25 24 32%
合計 263 203 63 60 30%


